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三木市 吉川町

ＮＨＫ夏季巡回ラジオ体操・みんなの体操会

　三木山総合公園陸上競技場で開催されました。

早朝にもかかわらず市内外から３千人を超える参加

者が集まり、ラジオ体操の後、お笑い芸人「トライア

ングル」が司会を務める「ダイスＤＥジャンケン」な

どのアトラクションで盛り上がりました。

残暑を吹き飛ばせ！！それっ！１、２、３！！
残暑もまだまだ厳しい中、三木市では８月２８日にＮＨＫ夏季巡回ラジオ体
操・みんなの体操会、吉川町では９月５日に第３２回町民体育祭が行われま
した。

第32回町民体育祭

　吉川町の総合中央活動センターグランドで、

町民２千人が参加して開催され、リレーや綱

引きなど１６の種目を町内９のチームに分かれ、

競い合いました。また、今年は２００６年の「の

じぎく国体」のＰＲを兼ねた新種目「る・る・る・

国体こたえはどっち」も登場、充実したひと

ときを過ごしました。
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８
月
26
日
に
三
木
市
教
育
セ
ン
タ
ー
で

第
６
回
三
木
市
・
吉
川
町
合
併
協
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
協
議
事
項
７
件
に
つ
い
て

協
議
さ
れ
ま
し
た
。

第
５
回
協
議
会
で
提
案
さ
れ
た
事
項
に

つ
い
て
、
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
協
議
第
25
号

地
方
税
の
取
扱
い
に
つ
い
て

地
方
税
に
関
す
る
次
の
事
項
に
つ
い
て
協

議
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

１

個
人
住
民
税
の
税
率
に
つ
い
て
は
、
現
行

の
と
お
り
と
し
、
納
期
に
つ
い
て
は
、
平
成

18
年
度
か
ら
三
木
市
の
制
度
に
統
一
す
る
。

２

法
人
市
民
税
の
均
等
割
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
と
お
り
と
す
る
。
法
人
市
民
税
の

法
人
税
割
に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年
２
月

中
に
課
税
標
準
の
算
定
期
間
の
末
日
と
な

る
申
告
納
付
分
か
ら
三
木
市
の
制
度
に
統

一
す
る
。

３

固
定
資
産
税
の
税
率
に
つ
い
て
は
、
現

行
の
と
お
り
と
し
、
納
期
に
つ
い
て
は
、
平

成
18
年
度
か
ら
三
木
市
の
制
度
に
統
一
す
る
。

４

軽
自
動
車
税
の
税
率
に
つ
い
て
は
、
現

行
の
と
お
り
と
し
、
納
期
及
び
減
免
制
度

に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
三
木
市

の
制
度
に
統
一
す
る
。

５

入
湯
税
の
税
率
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

と
お
り
と
し
、
課
税
免
除
規
定
に
つ
い
て

は
、
吉
川
町
の
制
度
に
統
一
す
る
。

６

都
市
計
画
税
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
、

吉
川
町
全
域
に
お
け
る
都
市
計
画
法
に
基

づ
く
市
街
化
区
域
及
び
市
街
化
調
整
区
域

の
区
分
設
定
の
可
否
を
含
め
た
、
新
市
に

お
け
る
総
合
的
か
つ
長
期
的
な
ま
ち
づ
く

り
の
視
点
に
立
っ
て
調
整
す
る
。

■
協
議
第
26
号

一
般
職
の
職
員
の
身
分
の
取
扱
い
に
つ
い
て

一
般
職
の
職
員
の
身
分
に
関
す
る
取
扱
い

が
次
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

１

吉
川
町
の
一
般
職
の
職
員
は
、
す
べ
て

三
木
市
の
一
般
職
の
職
員
と
し
て
引
き
継

ぐ
。
た
だ
し
、
職
員
数
に
つ
い
て
は
、
新

市
に
お
い
て
定
員
適
正
化
計
画
を
策
定
し
、

定
員
管
理
の
適
正
化
に
努
め
る
。

２

吉
川
町
の
一
般
職
の
職
員
の
給
与
、
任

用
、
配
置
そ
の
他
の
身
分
の
取
扱
い
に
つ

い
て
は
、
三
木
市
の
職
員
と
の
均
衡
を
考

慮
し
、
公
正
に
取
り
扱
う
。

協
議
会
で
の
主
な
質
疑
、
意
見

【
質
問
】
新
市
に
お
け
る
定
員
適
正
化
計
画
に

つ
い
て
。

【
回
答
】
合
併
後
は
、
両
市
町
の
職
員
の
定
年

等
の
動
向
を
調
査
し
、
退
職
勧
奨
も
考
慮

し
た
計
画
と
な
る
た
め
、
中
長
期
的
な
も

の
に
な
る
。

■
協
議
第
27
号

各
種
事
務
事
業
（
情
報
公
開
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て

各
種
事
務
事
業
の
う
ち
情
報
公
開
に
関
す

る
取
扱
い
が
次
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

情
報
公
開
制
度
及
び
個
人
情
報
保
護
制
度

に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
三
木
市
の
制
度
に

統
一
す
る
。

協
議
会
で
の
主
な
質
疑
、
意
見

【
質
問
】
三
木
市
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
条

例
の
内
容
に
つ
い
て
。

【
回
答
】
三
木
市
に
お
い
て
は
、
個
人
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
か
か
わ
る
こ
と
を
本
人
が
情

報
の
開
示
を
求
め
る
場
合
は
、
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
他
人
の
情
報
に

つ
い
て
も
正
規
の
手
続
き
を
踏
め
ば
、
生

年
月
日
や
住
所
が
記
載
さ
れ
た
選
挙
人
名

簿
や
住
民
登
録
な
ど
を
閲
覧
で
き
る
が
、

目
的
が
相
応
し
く
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
、

拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
も

定
め
ら
れ
て
い
る
。

■
協
議
第
28
号

各
種
事
務
事
業(

納
税
関
係)

の
取
扱
い
に
つ
い
て

各
種
事
務
事
業
の
う
ち
、
納
税
関
係
の
取

扱
い
が
次
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

吉
川
町
の
個
人
住
民
税
及
び
固
定
資
産
税

の
納
期
前
納
付
（
報
奨
金
）
に
つ
い
て
は
、

平
成
18
年
度
か
ら
廃
止
す
る
。

■
協
議
第
29
号

各
種
事
務
事
業(

人
権
（
同
和
）
対
策
関
係

事
業)

の
取
扱
い
に
つ
い
て

１

人
権
尊
重
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
に
つ

い
て
は
、
合
併
時
に
三
木
市
の
制
度
に
統

一
す
る
。

２

人
権
教
育
総
合
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、

合
併
時
に
三
木
市
の
制
度
に
統
一
す
る
。

３

人
権
教
育
指
導
専
門
員
・
指
導
員
に
つ

い
て
は
、
合
併
後
１
年
以
内
に
三
木
市
の

制
度
に
統
一
す
る
。

４

人
権
啓
発
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
合

併
時
に
三
木
市
の
制
度
に
統
一
す
る
。

æ‚
吉
川
町
の
あ
っ
た
か
い
っ
て
こ
こ
ち
よ

い
祭
は
、
三
木
市
の
市
民
じ
ん
け
ん
の

集
い
に
統
合
す
る
。

æ„
吉
川
町
の
あ
っ
た
か
い
っ
て
い
い
な
大
会

は
、
三
木
市
人
権
・
同
和
教
育
協
議
会

の
各
地
区
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議

会
の
研
究
大
会
に
位
置
づ
け
る
。

５

人
権
・
同
和
教
育
協
議
会
に
つ
い
て
は
、

合
併
時
に
三
木
市
の
制
度
に
統
一
す
る
。
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提

案

事

項

６

隣
保
館
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り

と
す
る
。

■
協
議
第
30
号

そ
の
他
必
要
な
事
項
の
取
扱
い(

そ
の
１)

に
つ
い
て

そ
の
他
必
要
な
事
項
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

１

投
票
所
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り

と
す
る
。

２

期
日
前
投
票
所
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

と
お
り
と
す
る
。

３

指
定
金
融
機
関
等
に
つ
い
て
は
、
合
併

時
に
三
木
市
の
制
度
に
統
一
す
る
。

４

借
地
に
つ
い
て
は
、
合
併
ま
で
に
解
消

に
努
め
る
。

協
議
会
で
の
主
な
質
疑
、
意
見

【
質
問
】
吉
川
町
の
借
地
に
つ
い
て
は
、
合
併

ま
で
に
解
消
に
努
め
る
と
あ
る
が
、
そ
の

見
込
み
に
つ
い
て
。

【
回
答
】
借
地
の
内
容
に
つ
い
て
、
現
在
調
査

中
で
あ
り
、
合
併
時
の
買
収
状
況
に
つ
い

て
、
は
っ
き
り
言
え
な
い
が
、
可
能
な
限

り
買
収
に
努
め
て
い
く
。

【
質
問
】
借
地
の
解
消
に
向
け
て
、
合
併
後
の

期
限
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

【
回
答
】
合
併
ま
で
に
解
消
に
努
め
る
た
め
、

最
大
限
の
努
力
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
ご

理
解
賜
り
た
い
。

■
協
議
第
31
号

住
民
説
明
会
に
つ
い
て

合
併
協
議
に
係
る
住
民
説
明
会
の
開
催
に

つ
い
て
協
議
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
会
で
の
主
な
質
疑
、
意
見

【
質
問
】
説
明
会
の
実
施
主
体
に
つ
い
て
。

【
回
答
】
主
催
は
、
三
木
市
、
吉
川
町
、
三
木

市
・
吉
川
町
合
併
協
議
会
の
三
者
と
す
る
。

第
７
回
協
議
会
で
協
議
さ
れ
る
次
の
協

議
項
目
に
つ
い
て
提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

■
提
案
第
32
号

一
部
事
務
組
合
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て

■
提
案
第
33
号

各
種
事
務
事
業(

保
健
衛
生
関
係
事
業)

の
取

扱
い
（
そ
の
２
）
に
つ
い
て

■
提
案
第
34
号

各
種
事
務
事
業
（
農
林
水
産
関
係
事
業
）

の
取
扱
い
に
つ
い
て

■
提
案
第
35
号

各
種
事
務
事
業
（
水
道
事
業
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て

■
提
案
第
36
号

各
種
事
務
事
業
（
下
水
道
事
業
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て

■
提
案
第
37
号

新
市
建
設
計
画
に
つ
い
て

９
月
２
日
、
三
木
市
教
育
セ
ン
タ
ー
で

第
７
回
三
木
市
・
吉
川
町
合
併
協
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
協
議
事
項
６
件
に
つ
い
て

協
議
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
６
回
協
議
会
で
提
案
さ
れ
た
事
項
に

つ
い
て
、
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
協
議
第
32
号

一
部
事
務
組
合
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て

一
部
事
務
組
合
等
に
関
す
る
取
扱
い
に
つ

い
て
協
議
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

三
木
吉
川
農
業
共
済
事
務
組
合
に
つ
い
て

は
、
合
併
の
前
日
を
も
っ
て
解
散
し
、
合
併

の
日
に
す
べ
て
の
事
務
、
財
産
及
び
債
務
を

新
市
に
引
き
継
ぐ
。

■
協
議
第
33
号

各
種
事
務
事
業
（
保
健
衛
生
関
係
事
業
）

の
取
扱
い
（
そ
の
２
）
に
つ
い
て

保
健
衛
生
関
係
事
業
に
関
す
る
取
扱
い
が

次
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

１

環
境
保
全
条
例
に
つ
い
て
は
、
合
併
時

に
三
木
市
の
制
度
に
統
一
す
る
。

２

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
補
助
事
業

に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
三
木
市
の
制
度

に
統
一
す
る
。

３

水
洗
便
所
等
改
造
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん

制
度
に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
三

木
市
の
制
度
に
統
一
す
る
。
た
だ
し
、
平

成
17
年
度
末
ま
で
の
吉
川
町
の
融
資
あ
っ

せ
ん
制
度
利
用
者
に
対
す
る
利
子
補
給
は
、

返
済
終
了
ま
で
継
続
す
る
。

協
議
会
で
の
主
な
質
疑
、
意
見

【
質
問
】
吉
川
町
お
け
る
水
洗
便
所
等
改
造
資

金
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
に
係
る
利
子
補
給

の
現
在
の
件
数
に
つ
い
て
。

【
回
答
】
15
年
度
実
績
で
61
件
、
80
万
円
。
こ

こ
１
、
２
年
は
年
間
60
件
程
度
で
推
移
し

て
い
る
。

■
協
議
第
34
号

各
種
事
務
事
業
（
農
林
水
産
関
係
事
業
）

の
取
扱
い
に
つ
い
て

農
林
水
産
関
係
事
業
の
取
扱
い
が
次
の
と
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※

三
木
市
の
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
事
業

に
つ
い
て
は
、
吉
川
町
と
調
整
の
う
え
、
平
成

16
年
度
中
に
県
制
度
の
変
更
に
併
せ
て
見
直
し

さ
れ
ま
す
。

※
住
民
説
明
会
は
、
10
月
後
半
か
ら
11
月
中
旬
に

か
け
て
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
三
木
市
は
公
民

館
単
位
、
吉
川
町
は
小
学
校
単
位
で
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。



4

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

１

水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
（
転
作
）
に

つ
い
て
は
、
合
併
時
に
三
木
市
の
制
度
に

統
一
す
る
。

２

土
地
改
良
事
業
受
益
者
負
担
割
合
に
つ

い
て
は
、
合
併
時
に
三
木
市
の
制
度
に
統

一
す
る
。
た
だ
し
継
続
事
業
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
と
お
り
と
す
る
。

３

国
営
東
播
用
水
土
地
改
良
事
業
に
つ
い

て
は
、
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、

転
用
決
裁
金
は
合
併
時
に
三
木
市
の
制
度

に
統
一
す
る
。

４

農
業
振
興
関
係
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

æ‚

土
地
改
良
事
業
補
助
に
つ
い
て
は
、

合
併
時
に
三
木
市
の
制
度
に
統
一
す
る
。

æ„

農
業
振
興
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、

合
併
時
に
再
編
す
る
。

æ”

集
落
営
農
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、

合
併
時
に
三
木
市
の
制
度
に
統
一
す
る
。

æ»

農
業
制
度
資
金
に
つ
い
て
は
、
合
併

時
に
三
木
市
の
制
度
に
統
一
す
る
。

æ…

農
業
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
合
併

時
に
三
木
市
の
制
度
に
統
一
す
る
。

５

山
田
錦
の
館
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と

お
り
と
す
る
。

６

農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。

æ‚

分
担
金
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
三

木
市
の
制
度
に
統
一
す
る
。

æ„

使
用
料
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
三

木
市
の
制
度
に
統
一
す
る
。

æ”

吉
川
町
の
水
洗
便
所
等
改
造
資
金
融

資
あ
っ
せ
ん
制
度
に
つ
い
て
は
、
平
成

18
年
度
か
ら
廃
止
す
る
。
た
だ
し
、
平

成
17
年
度
末
ま
で
の
吉
川
町
の
融
資
あ

っ
せ
ん
制
度
利
用
者
に
対
す
る
利
子
補

給
は
、
返
済
終
了
ま
で
継
続
す
る
。

協
議
会
で
の
主
な
質
疑
、
意
見

【
質
問
】
水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
（
転
作
）

に
お
け
る
米
の
生
産
目
標
数
量
の
配
分
を

統
一
す
る
目
途
に
つ
い
て
。

【
回
答
】
平
成
18
年
度
を
目
標
と
し
て
い
る
。

【
質
問
】
合
併
後
の
山
田
錦
の
館
の
管
理
・
運

営(

自
治
体
職
員
の
派
遣
の
引
き
上
げ
等)

の

あ
り
方
に
つ
い
て
。

【
回
答
】
同
館
の
今
後
の
運
営
状
況
を
見
て
適

切
な
管
理
・
運
営
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
質
問
】
吉
川
町
の
地
力
増
進
事
業
は
、
ぜ
ひ

継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
回
答
】
合
併
後
の
農
業
振
興
助
成
事
業
に
つ

い
て
は
、
地
力
増
進
事
業
を
含
め
て
再
編

を
検
討
し
て
い
る
。

■
協
議
第
35
号

各
種
事
務
事
業
（
水
道
事
業
）
の
取
扱
い

に
つ
い
て

水
道
事
業
の
取
扱
い
が
次
の
と
お
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

１

水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
三

木
市
の
制
度
に
統
一
す
る
。

２

水
道
給
水
分
担
金
に
つ
い
て
は
、
合
併

時
に
三
木
市
の
制
度
に
統
一
す
る
。

３

水
道
工
事
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
合
併

時
に
三
木
市
の
制
度
に
統
一
す
る
。

協
議
会
で
の
主
な
質
疑
、
意
見

【
質
問
】
平
均
家
庭
の
水
道
料
金
と
、
両
市
町

で
の
料
金
格
差
に
つ
い
て
。

【
回
答
】
全
国
１
家
庭
夫
婦
子
ど
も
２
人
の
家

庭
で
は
、
１
ヶ
月
平
均
23
〜
24
ıª
の
水
を

使
用
し
て
お
り
、
２
ヶ
月
分
の
使
用
料
と

し
て
は
、
三
木
市
が
５
、６
７
０
円
、
吉
川

町
が
９
、６
６
０
円
で
３
、９
９
０
円
の
差

が
あ
る
。

【
質
問
】
10
億
円
の
基
金
の
使
途
に
つ
い
て
。

【
回
答
】
両
市
町
の
水
道
料
金
の
格
差
を
調
整

し
た
い
。

【
質
問
】
水
道
料
金
の
値
上
げ
と
職
員
の
勤
務

の
実
態
に
つ
い
て
。

【
回
答
】
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

県
下
で
も
一
番
健
全
経
営
を
し
て
き
た
こ

と
も
事
実
で
あ
る
が
、
全
体
的
に
水
需
要

が
減
退
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
年
間
１

億
円
の
赤
字
が
出
て
い
る
。
今
後
、
赤
字

の
累
積
を
な
く
す
目
的
で
、
議
会
と
も
調

整
を
図
り
な
が
ら
料
金
改
定
を
考
慮
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
組
織

の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
厳
し
い

人
員
管
理
を
行
っ
て
参
り
た
い
。

【
意
見
】
水
道
料
金
の
格
差
を
是
正
し
て
い
た

だ
く
調
整
案
を
ま
と
め
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
感
謝
し
た
い
。

【
質
問
】
水
道
料
金
が
値
上
げ
に
な
る
話
は
、

い
つ
頃
具
体
化
さ
れ
る
の
か
。

【
回
答
】
議
会
に
提
案
、
説
明
を
し
て
い
な
い

の
で
、
時
期
は
未
定
で
あ
る
。
今
後
、
十

分
議
会
で
ご
審
議
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。

【
質
問
】
三
木
市
民
に
と
っ
て
は
公
共
料
金
が

上
が
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
が
、

住
民
説
明
会
の
際
に
は
住
民
の
理
解
が
で

き
る
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
。

【
回
答
】
水
道
料
金
の
改
定
に
つ
い
て
は
、
あ

く
ま
で
現
段
階
の
赤
字
を
解
消
す
る
た
め

の
も
の
で
あ
り
、
合
併
が
原
因
で
は
な
い
。

■
協
議
第
36
号

各
種
事
務
事
業
（
下
水
道
事
業
）
の
取
扱

い
に
つ
い
て

下
水
道
事
業
の
取
扱
い
が
次
の
と
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

１

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
認
可
期

間
で
あ
る
平
成
18
年
度
ま
で
は
現
行
の
と

お
り
と
す
る
。
平
成
19
年
度
以
降
の
計
画

に
つ
い
て
は
、
合
併
後
策
定
す
る
。

２

受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
５

年
を
目
途
に
三
木
市
の
制
度
に
統
一
す
る
。

３

使
用
料
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
三
木

市
の
制
度
に
統
一
す
る
。

４

水
洗
便
所
等
改
造
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん

制
度
に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
三



5

木
市
の
制
度
に
統
一
す
る
。
た
だ
し
、
平

成
17
年
度
末
ま
で
の
吉
川
町
の
融
資
あ
っ

せ
ん
制
度
利
用
者
に
対
す
る
利
子
補
給
は
、

返
済
終
了
ま
で
継
続
す
る
。

協
議
会
で
の
主
な
質
疑
、
意
見

【
質
問
】
合
併
後
は
、
現
三
木
市
が
利
用
し
て

い
る
加
古
川
上
流
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
旧
吉

川
町
の
下
水
も
処
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

の
か
。

【
回
答
】
合
併
後
も
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
で
処
理

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

【
質
問
】
な
ぜ
、
コ
ス
ト
の
高
い
吉
川
町
の
浄

化
施
設
を
合
併
後
も
継
続
す
る
の
か
。

【
回
答
】
吉
川
の
処
理
場
か
ら
加
古
川
の
処
理

場
へ
つ
な
ぐ
こ
と
は
、
今
日
極
め
て
困
難

で
あ
り
、
既
存
の
施
設
を
有
効
活
用
せ
ざ

る
を
得
な
い
。

【
質
問
】
下
水
道
の
普
及
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
方
法
で
呼
び
か
け
や
啓
発
を
行
っ
て

い
る
の
か
。

【
回
答
】
資
金
的
に
は
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
を

設
け
、
広
報
み
き
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

■
協
議
第
37
号

新
市
建
設
計
画
に
つ
い
て

新
市
建
設
計
画
に
つ
い
て
は
、
今
後
財
政

計
画
が
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
や
県
事
業
な
ど

と
の
す
り
合
わ
せ
が
必
要
な
た
め
継
続
審
議

と
な
り
ま
し
た
。

第
８
回
協
議
会
で
協
議
さ
れ
る
次
の
協

議
項
目
に
つ
い
て
提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

■
提
案
第
38
号

各
種
事
務
事
業
（
塵
芥
処
理
）
の
取
扱
い

に
つ
い
て

■
提
案
第
39
号

各
種
事
務
事
業
（
防
災
関
係
事
業
）
の
取

扱
い
に
つ
い
て

■
提
案
第
40
号

各
種
事
務
事
業
（
建
設
関
係
事
業
）
の
取

扱
い
に
つ
い
て

■
提
案
第
41
号

各
種
事
務
事
業
（
社
会
教
育
関
係
）
の
取

扱
い
に
つ
い
て

■
提
案
第
42
号

各
種
事
務
事
業
（
市
町
立
学
校
等
の
通
学

区
域
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て

提

案

事

項

新市建設の基本方針（総括）

10年後にだれもが「合併してよかった！」
と実感できる、子や孫の世代に受け継
がれるまちづくり

吉　川　町

施策体系

1　魅力あるにぎわいのまちづくり
2　快適で、うるおいのあるまちづくり
3　心やすらぐ、ふれあいのまちづくり
4　個性かがやき、文化の香るまちづくり
5　幸せあふれる、すこやかなまちづくり
6　活気と活力にあふれるまちづくり

ま
ち
づ
く
り
の
方
針

●定住魅力あふれる快適で安心の生
活環境づくり

●人・もの・情報が行き交う活力ある交
流のまちづくり

●次世代に受け継がれる力強い行財
政の基盤づくり

総合的な子育て支援施策の強化、総合的な生きがい対
策の充実、危機管理機能の強化　等

地域ブランド維持・強化、企業誘致の推進、体験型観光の
充実　等

市民参加によるまちづくりの推進、新しい時代に対応し
た行政運営体制の確立、市民ニーズに応じた行政サービ
ス拠点の整備　等

三　木　市

施策体系

1　参画と共生のまちづくり
2　安全で快適なまちづくり
3　いきいきと活力のあるまちづくり
4　人と文化を育むまちづくり
5　やすらぎと安心のまちづくり
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〒６７３－０４９２
兵庫県三木市上の丸町１０番３０号（三木市役所内）
TEL ０７９４-８２-４９９０　FAX ０７９４-８２-９７５５
■Ｅ-mail　jimu@miki-yokawa-gappei.jp 
■ホームページ http://www.miki-yokawa-gappei.jp

三木市・吉川町合併協議会

編集・発行

今後の会議開催スケジュール

●第8回三木市・吉川町合併協議会の日程について
　日　時 ： 9月27日（月）　午後1時30分より
　会　場 ： 吉川町総合中央活動センター　研修館　講習室

●第9回三木市・吉川町合併協議会の日程について
　日　時 ： 10月15日（金）　午後1時30分より
　会　場 ： 吉川町総合中央活動センター　研修館　講習室

  1  情報公開の取扱い

  2  防災関係の取扱い

  3  国際交流事業の取扱い

  4  納税関係の取扱い

  5  情報システム事業の取扱い

  6  情報関係事業の取扱い

  7  広聴広報関係事業の取扱い

  8  交通関係事業の取扱い

  9  障害者福祉事業の取扱い

10  高齢者福祉事業の取扱い

11  児童福祉事業の取扱い

12  その他各種福祉制度の取扱い

13  健康づくり事業の取扱い

14  人権（同和）対策関係事業の取扱い

15  社会福祉協議会の取扱い

16  保健衛生関係事業の取扱い

17  農林水産関係事業の取扱い

18  商工観光関係事業の取扱い

19  都市計画関係事業の取扱い

20  建設関係事業の取扱い

21  水道事業の取扱い

22  下水道事業の取扱い

23  市町立学校等の通学区域の取扱い

24  学校教育関係の取扱い

25  社会教育関係の取扱い

26  イベント関係の取扱い

27  行政区（自治会・行政連絡機構）関係の取扱い

28  塵芥処理の取扱い

■基本的協議事項

  1  合併の方式

  2  合併の期日

  3  新市の名称

  4  新市の事務所の位置

  5  財産及び債務の取扱い

■合併特例法に規定されている特例の協議事項

  6  議会議員の定数及び任期の取扱い 

  7  農業委員会の委員の定数及び任期の取扱い

  8  地方税の取扱い 

  9  一般職の職員の身分の取扱い 

10  地域審議会の取扱い 

11  新市建設計画 

■その他必要な協議事項 

12  特別職の職員の身分の取扱い 

13  条例、規則等の取扱い 

14  事務機構及び組織の取扱い 

15  一部事務組合等の取扱い 

16  使用料、手数料等の取扱い 

17  公共的団体等の取扱い 

18  各種団体への補助金、交付金等の取扱い 

19  町、字の区域及び名称の取扱い 

20  市町の慣行の取扱い 

21  国民健康保険事業の取扱い 

22  介護保険事業の取扱い 

23  消防団の取扱い 

24  各種事務事業の取扱い  

H16.4.23

H16.4.23

H16.4.23

H16.4.23

H16.4.23

H16.8.26

H16.8.26

H16.4.23

H16.9. 2

H16.6.22

H16.4.23

H16.7.22

H16.7.22

H16.7.22

H16.8.26

H16.8.26

H16.7.22

H16.8.26

H16.9. 2

H16.9. 2

H16.6.22

H16.9. 2

H16.9. 2

H16.8.26

承 認

承 認

承 認

承 認

承 認

承 認

承 認

継続審議中

承 認

承 認

一部承認

承 認

承 認

承 認

承 認

承 認

承 認

承 認

承 認

承 認

承 認

承 認

承 認

承 認

一部承認25  その他必要な事項の取扱

合併協定項目の協議状況 平成16年9月2日現在

InformationInformation
協議会からのお知らせ

●協議会の傍聴について
　合併協議会は公開を原則としています。一般傍

聴人の定員は、30人以内としますが、会議場の都

合により傍聴人の定員を増減員することがあり

ます。傍聴を希望される方は、会議開催予定時刻

の15分前から傍聴受付の順に傍聴証を交付します。

ただし、その時刻における傍聴希望者が定員を超

えるときは、先着順により決定します。

●会議資料、会議録の閲覧について
　会議資料並びに会議録は、次の場所で閲覧す

ることができます。

蘆三木市役所　４階　合併協議会事務局　総務係

蘆吉川町役場　１階　総務財政課　総合窓口

●ホームページ開設のお知らせ
　三木市・吉川町合併協議会のホームページを開

設しています。合併に関する最新情報を随時お知

らせしますので、ご利用ください。

ホームページアドレス　　　 

　　　 ������������������������������


